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新
年
を
迎
え
謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
気
候
変
動
、
地
球
温
暖
化
が
引
き

起
す
集
中
豪
雨
・
自
然
災
害
の
甚
大
化
に
よ

り
、
不
幸
に
も
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
昨
年
1

月
後
半
に
表
面
化
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
当
該
協
議
会
が

Ｉ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
と
共
催
で
取
り
組
ん
だ
国
際
的
イ

ベ
ン
ト
が
中
止
の
止
む
な
き
に
到
り
ま
し

た
。
当
会
に
と
っ
て
初
め
て
と
な
る
後
援
名

義
の
使
用
承
認
を
頂
い
た
、
林
野
庁
、
国
土

交
通
省
、
経
済
産
業
省
、
環
境
省
、
全
国
森

林
組
合
連
合
会
、
東
京
都
、
奈
良
県
の
関
係

者
の
皆
様
に
は
親
切
丁
寧
な
ご
指
導
と
多
大

な
お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
本
産
材
１
０
０
％
の
家
具
、
木
製
サ
ッ

シ
、
建
具
に
挑
戦
し
て
頂
い
た
出
展
者
各
位

に
お
か
れ
ま
し
て
は
大
変
な
お
骨
折
り
を
頂

き
な
が
ら
製
品
を
出
展
す
る
事
無
く
、
世
に

成
果
を
問
う
事
が
出
来
せ
ん
で
し
た
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
3

月
31
日
を
以
っ
て
、
コ
マ
代
金
の
全
額
返
済

が
出
来
た
事
が
せ
め
て
も
の
救
い
で
し
た
。

　

2
月
12
日
に
開
催
中
止
を
発
表
し
て
か

ら
、
世
界
的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
急
激
に
そ
の

猛
威
を
振
る
い
、
終
息
の
兆
し
が
全
く
見
え

て
お
り
ま
せ
ん
。
原
理
・
原
則
は
人
の
移
動

を
制
限
す
る
こ
と
で
す
。
経
済
は
人
が
動
く

（
移
動
）
こ
と
に
よ
っ
て
活
性
化
し
ま
す
。

人
の
移
動
に
よ
っ
て
直
接
成
立
す
る
・
飲
食

業
、
観
光
業
等
々
の
生
計
は
国
が
コ
ロ
ナ
国

債
を
発
行
し
て
、
そ
の
資
金
を
直
接
注
入
す

る
こ
と
で
そ
の
存
在
が
維
持
出
来
ま
す
。

原
理
・
原
則
と
多
様
性
と
か
柔
軟
性
は
全
く

別
次
元
の
思
考
で
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
は

従
来
の
慣
行
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
飲
食
業
・

旅
館
業
を
維
持
す
る
の
は
全
面
的
に
国
の
責

務
、
感
染
拡
大
防
止
は
国
民
一
人
一
人
の
責

務
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
於
い
て
は
、
若

者
の
感
染
拡
大
の
軽
症
化
が
流
布
さ
れ
、
高

齢
化
し
た
時
の
後
遺
症
の
怖
さ
の
発
信
が
少

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

第
1
に
人
命
、
第
2
に
経
済
。
コ
ロ
ナ
禍

に
於
い
て
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
と

Ｂ
to
Ｂ
の
取
引
は
面
談
を
中
止
す
る
事
な

く
、「
正
し
く
恐
れ
て
」、「
3
密
」
に
傾
注
し
、

マ
ス
ク
常
時
着
用
の
う
え
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
、
検
温
を
各
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
於
い
て

も
徹
底
す
る
。
大
小
関
わ
り
な
く
、
飲
食
店

の
み
な
ら
ず
、
企
業
に
於
い
て
も
検
温
器
の

設
置
の
義
務
化
が
必
要
で
す
。
密
度
の
濃
い

商
談
を
活
性
化
し
、
今
迄
以
上
に
経
済
活
動

を
活
発
化
す
る
。
自
宅
を
出
て
、
帰
宅
す
る

迄
、
マ
ス
ク
を
外
さ
な
い
（
う
が
い
以
外
）。

会
食
を
伴
う
集
会
・
商
談
は
行
っ
て
は
い
け

な
い
。

　

企
業
の
融
資
に
関
す
る
日
本
政
府
の
政
策

で
あ
る
3
年
間
の
据
置
及
び
無
金
利
を
経
済

活
動
に
生
か
す
取
り
組
み
が
企
業
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、生
産
性
を
高
め
る
、

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
ー
の
Ａ
Ｉ
化
に
よ
る
、Ｎ
Ｃ
、

ロ
ボ
ッ
ト
化
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
導
入
で
す
。
Ｇ
Ｄ

Ｐ
に
占
め
る
個
人
消
費
60
％
の
大
巾
な
落
込

み
を
カ
バ
ー
す
る
具
体
的
対
策
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
禍
に
於
け
る
設
備
投
資
の
補
助
金
の
一

層
の
拡
充
が
必
要
で
す
。
２
０
２
１
年
は
年

始
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
が
大
き
な
課
題
と

な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
自
然
環
境
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
削
減
の
役
割
は
森

林
大
国
・
日
本
と
し
て
、
世
界
に
先
駆
け
て

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
シ
フ
ト
し
た
政
策

の
推
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
日
本
の
風
土
が

産
出
す
る
日
本
産
材
の
出
口
戦
略
と
し
て
、

市
場
の
需
要
開
拓
‐
木
造
建
築
物
、
住
宅
、

家
具
、
木
製
サ
ッ
シ
、
建
具
等
へ
の
木
材
ポ

イ
ン
ト
、
補
助
金
、
税
制
優
遇
策
の
拡
充
が

必
要
で
す
。
入
口
戦
略
は
森
林
整
備
の
拡
充

で
す
。
供
給
と
需
要
の
バ
ラ
ン
ス
が
相
俟
っ

て
量
・
質
・
価
格
の
安
定
が
得
ら
れ
ま
す
。

再
生
可
能
な
自
然
環
境
を
維
持
し
、
保
全
す

る
環
境
の
視
点
が
望
ま
れ
ま
す
。
食
文
化
は

陸
と
海
か
ら
産
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
穣
の

海
は
健
全
な
森
林
が
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
特
徴
で
あ
る「
海
」を
活
か
し「
地

球
を
救
う
海
の
森
づ
く
り
」
は
森
林
整
備
と

表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。
大
人
か
ら

子
供
ま
で
幅
広
く
木
と
海
の
総
合
文
化
を
伝

え
、
国
民
に
木
と
海
が
環
境
に
密
接
に
関
わ

2021 年の抱負

政治・行政に対し政策提案
木材活用で循環型社会を実現

（一社）木の総合文化・ウッドレガシー推進協議会
原口博光 会長

ito
テキストボックス
インフィル・テクノロジー2021年1月号（2021年2月3日当書籍受取）



インフィル・テクノロジー　　10

こ
ろ
に
」、「
何
の
た
め
に
」
存
在
す
る
の
か

‐
当
該
協
議
会
は
「
利
他
」、「
社
会
貢
献
」、

「
社
会
的
善
」
の
基
に
「
志
」
あ
る
企
業
、

団
体
が
集
い
政
治
、
行
政
に
対
し
て
、
地
に

足
の
付
い
た
政
策
提
案
を
い
た
し
ま
す
。
決

し
て
、
政
治
団
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
、
対
極
に
位
置
す
る
国
民
、
企
業
の
視
点

で
考
察
、
思
考
す
る
自
由
な
組
織
で
す
。

　

当
該
協
議
会
で
は
本
年
3
月
か
ら
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
於
い
て
、
会
員
企
業
・
団
体
の

紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
そ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
会
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載

し
ま
す
。
末
筆
に
な
り
ま
す
が
政
府
与
党
、

各
省
庁
、
学
会
、
産
業
界
の
関
係
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
日
頃
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
に

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
併
せ
て
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

っ
て
い
る
こ
と
を
身
近
に
感
じ
て
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

木
材
の
保
湿
性
、
調
湿
な
ど
、
特
に
木
製

サ
ッ
シ
は
断
熱
性
能
が
高
く
、
冷
暖
房
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
損
失
を
大
巾
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
木
材
は
私
達
の
生
理
や
情
緒
に
作

用
す
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

日
本
産
材
を
加
工
す
る
産
業
‐
木
材
加
工

機
械
、
製
材
、
合
板
、
繊
維
板
、
Ｌ
Ｖ
Ｌ
、

集
成
材
、
住
宅
、
家
具
、
木
製
サ
ッ
シ
、
建

具
等
々
が
居
住
す
る
「
風
土
」
に
於
い
て
製

造
し
た
企
業
の
申
請
に
よ
る
優
遇
税
制
の
創

設
で
す
。
循
環
型
社
会
の
再
生
資
源
で
あ
る

日
本
産
材
を
利
活
用
し
、「
伐
っ
た
ら
植
え
る
」

を
繰
返
し
光
合
成
の
最
適
化
に
貢
献
す
る
企

業
と
し
て
、「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
」投
資
の
対
象
と
な
り
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
活
動
に
沿
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。豊
か
な
自
然
環
境
と
い
う
富
を
残
し
、

地
球
温
暖
化
防
止
と
国
土
強
靭
化
に
貢
献
す

る
と
同
時
に
、
自
然
災
害
を
少
し
で
も
緩
和

す
る
手
段
で
あ
り
方
法
と
考
え
ま
す
。
特
に

青
少
年
少
女
が
木
に
接
し
て
、
将
来
木
に
携

わ
る
職
業
（
学
者
、
建
築
家
、
家
具
・
建
具

の
職
人
）
を
目
指
す
人
材
教
育
に
繋
が
っ
て

い
け
ば
木
の
総
合
文
化
の
伝
承
と
な
り
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
の
原
動
力
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
発
信
す
る
組
織
の
存
在
が
必
要
で
す
。

そ
の
原
動
力
は
時
間
の
経
過
に
伴
う
変
化
に

対
峙
し
、
変
革
す
る
市
場
が
「
何
を
拠
り
ど

一
般
社
団
法
人

木
の
総
合
文
化
・
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
推
進
協
議
会
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日
本
産
材
の
利
用
で
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
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